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発表概要 背景 

血漿アミロイド β（Aβ）は、アルツハイマー病の有用な血液バイオマーカーの一つ

と考えられている。しかし、測定前の検体前処理条件の違いが血漿中の Aβ濃度に影

響を与えることが報告されている。そのため、血漿中の Aβ濃度を正確に定量できる

検体前処理条件を把握することが重要である。 

これまでの報告では、検体の遠心分離や測定までの時間、保管温度などの前処理条

件が評価され、それぞれ単独の条件では血漿 Aβに影響を与えなかった。一方で、複

数の前処理条件を組み合わせた際の血漿 Aβに与える影響は評価されていない。そこ

で本研究では、血漿 Aβ42/Aβ40に対する検体前処理条件の複合的な影響を評価した。 

 

方法 

健常人から EDTA採血管を用いて全血を採取した。検体の遠心分離や測定までの時

間、保管温度などの検体前処理条件の複数の組み合わせが、血漿 Aβ42/Aβ40 比に及

ぼす影響を評価した。血漿中の Aβ40および Aβ42は、全自動免疫測定プラットフォ

ーム HISCLTMを用いて定量した。 

 

結果 

全血を遠心分離の前に室温で 2 時間もしくは 4℃で 6 時間保管しても、血漿

Aβ42/Aβ40比は安定であった。また、血漿検体を測定前に室温もしくは 4℃で 6時間

保管しても、血漿 Aβ42/Aβ40 比に影響はなかった。これらの検体前処理条件は組み

合わせて評価したとしても、血漿 Aβ42/Aβ40比に影響を及ぼさなかった。 

 

結論 

HISCLで測定した血漿 Aβ42/Aβ40比は、複数の検体前処理条件を組み合わせて評



価しても影響を受けないことが確認された。この結果は、個別に評価して影響がない

複数の検体前処理条件は、それらを組み合わせても影響を受けずに血漿 Aβ42/Aβ40

比を測定できる可能性があることを示唆した。 

 

セッション SYMPOSIUM: FLUID BIOMARKERS, IMAGING (OO095) 

 

 


